
 

３．事業計画の策定支援に関すること 

 

１．経営力強化支援セミナー開催による支援 

 

（１） 概要 

事業者の主に成長期・衰退期の経営課題等を解決するため、支援機関等と連携して、経営革新等への取り

組みを支援する経営力強化支援セミナーを開催し、事業者の持続的な経営発展に向けた支援を行った。 

本事業により、事業計画書策定を目指す小規模事業者支援及び掘り起こしを行い、経営課題や需要開拓

機会を認識させ、目標を持った小規模事業者を伴走型で支援した。 

昨年度との変更点については、昨年度は、平日夕方から夜にかけて 1 回当たり 4 時間の内容で合計 4 回

の講座内容としたが、今年度は開始時間を 1時間遅らせて午後 6時からとし、1回あたりの開催時間を 3時

間として合計 5回の講座内容とした。 

また、各回における演習時間も十分確保し、受講者に対してセミナーの積極的且つ能動的な受講を促し、

最終回は前回までの講座内容の総まとめとして、事業計画策定を講座に組み込み、受講者は必ず事業計画

を策定する内容とした。 

 

（２） 周知方法  

セミナーチラシを作成し、本会窓口に設置した他、下記の通り周知を図った。 

 

① 本会会員宛チラシ郵送（会員数８５０×２回） 

② 新聞折込 

 配布地域 ： 遠田郡全域 

 折 込 日 ： 平成２９年７月２日（日）及び７月１６日（日） 

 折込部数 ： ２５，８４０部（１２，９２０部／回） 

③ 本会会報・本会ＨＰへの情報掲載 

④ 石巻市・大崎市の地方紙への紙面広告掲載（発行部数３４，０００部） 

 石巻日日新聞 平成２９年７月１日（土） 

 大崎タイムス 平成２９年７月２日（日） 

⑤ 美里町・涌谷町広報（約１５，０００世帯へ配布）及び両町ＨＰへの情報掲載 

 

（３） 申込状況 

地  区 申込者数 備  考 

小牛田地区 ３名 内、１名は非会員 

南 郷 地 区 ２名 内、１名は非会員 

涌 谷 地 区 ８名 内、１名は非会員 

合   計 １３名  

 

（４） 受講料  無料 

 

（５） 内容   



 

① 時 間 数 ： ３時間／日×５日 延べ１５時間  

② 開催時間 ： 午後６時 ～ 午後９時 

③ セミナー内容 

回  数 日  付 内  容 講師（敬称略） 受講者数 

第 １ 回 ７月２７日（木）  経営計画概論 

1. 経営計画作成の意義 

2. 経営理念と経営戦略 

3. 経営環境分析（内部環境分析） 

合同会社タスクマネジメント 

代表社員・中小企業診断士 

鈴木 たすく 

１１名 

第 ２ 回 ８月 ３日（木）  経営戦略の策定 

1. 経営環境分析（外部環境分析） 

2. ターゲットの設定方法 

3. 環境分析から導き出す経営 

戦略 

同  上 ９名 

第 ３ 回 ８月１０日（木）  利益計画の立て方 

1. 損益分岐点の考え方 

2. 利益計画の策定手順 

3. 金融機関目線の利益計画の 

ポイント 

同  上 ８名 

 事業計画の評価ポイント 

 日本政策金融公庫の融資制度 

日本政策金融公庫石巻支店 

国民生活事業 融資課長 

久保 良仁 

第 ４ 回 ８月２２日（火）  マーケティングの基礎 

1. 顧客目線での価値を考える 

2. 価格設定の手法 

3. 消費者購買プロセスと販売 

促進計画 

合同会社タスクマネジメント 

代表社員・中小企業診断士 

鈴木 たすく 

６名 

第 ５ 回 ８月２９日（火）  経営計画実践 

1. 行動計画の策定と実行管理 

2. 経営計画書の策定  

同  上 ５名 

 商工会の伴走型支援について 

 各種補助金制度について 

本会職員 

主査・経営指導員  

千葉 泰之 

 

 

（６） 実績 

 

 

 

 

 

 

 

項          目 Ｈ２９目標 Ｈ２９実績 達 成 率 

経営力強化支援セミナー(回) １ １ １００％ 

事業計画等策定事業者数(参加者数) ２０ １３ ６５％ 

 

内、小規模事業者持続化補助金申請者数 １０ ２ ２０％ 

ものづくり補助金申請者数 １ ０ ０％ 

  経営革新計画申請者数 １ ０ ０％ 



 

２．創業支援セミナー開催による支援 

 

（１） 概要 

本セミナーは地区内創業予定者・創業間もない事業者を対象に、創業に必要なノウハウの修得、資金繰り

対策、具体的な事業計画書を策定する機会として開催するものであり、特に、若手・女性を主なターゲット

に設定し、行政、地域内支援機関等と連携を図りながら実施した。 

1 回あたりの開催時間は経営力強化支援セミナーと同様の 3時間、合計 5回の講座内容とし、各回におい

ては、演習時間も十分確保しつつ、受講者に対してセミナーの積極的且つ能動的な受講を促した。 

なお、最終回は前回までの講座内容の総まとめとして、事業計画策定を講座に組み込み、受講者は必ず事

業計画を策定する内容とした。 

 

（２） 周知方法  

セミナーチラシを作成し、本会窓口に設置した他、下記の通り周知を図った。 

 

① 本会会員宛チラシ郵送（会員数８５０×２回） 

② 新聞折込 

 配布地域 ： 遠田郡全域 

 折 込 日 ： 平成２９年９月４日（月）及び９月１８日（月） 

 折込部数 ： ２３，０４０部（１１，５２０部／回） 

③ 本会会報・本会ＨＰへの情報掲載 

④ 石巻市・大崎市の地方紙への紙面広告掲載（発行部数３４，０００部） 

 石巻日日新聞 平成２９年９月１１日（月） 

 大崎タイムス 平成２９年９月１２日（火） 

⑤ 美里町・涌谷町広報（約１５，０００世帯へ配布）及び両町ＨＰへの情報掲載 

 

（３） 申込状況 

地  区 申込者数 備  考 

小牛田地区 ５名  

南 郷 地 区 ２名  

涌 谷 地 区 ５名 内、３名は会員 

石 巻 市 １名  

合   計 １３名  

 

（４） 内容   

① 時 間 数 ： ３時間／日×５日 延べ１５時間  

② 開催時間 ： 午後６時 ～ 午後９時 

③ セミナー内容               

回  数 日  付 内  容 講師（敬称略） 受講者数 

第 １ 回 １０月 ３日（火）  創業の心構え 

1. 創業目的の明確化 

2. 自分の棚卸による 

合同会社タスクマネジメント 

代表社員・中小企業診断士 

鈴木 たすく 

１１名 



 

強みの発見 

3. 創業形態の選択 

第 ２ 回 １０月１０日（火）  売れるための仕組み 

づくり 

1. ターゲットの設定方法 

2. 顧客ニーズとは何か  

3. マーケティング４つの 

視点 

同  上 １０名 

第 ３ 回 １０月１７日（火）  利益計画の立て方 

1. 売上と費用、利益の 

関係 

2. 利益計画の策定手順 

3. 売上計画の立て方 

同  上 １０名 

 事業計画の評価 

ポイント 

 日本政策金融公庫の

融資制度 

日本政策金融公庫石巻支店 

国民生活事業 融資課長 

久保 良仁 

第 ４ 回 １０月２４日（火）  創業への準備 

1. 資金計画と返済計画 

2. 創業までのタイム 

スケジュール 

合同会社タスクマネジメント 

代表社員・中小企業診断士 

鈴木 たすく 

７名 

第 ５ 回 １１月 １日（水）  創業計画書の作成 

1. 事業計画の必要性 

2. 創業計画書チェック 

ポイント 

同  上 ７名 

 商工会の伴走型 

支援について 

 各種補助金制度に 

ついて 

本会職員 

主事 庄子 慶太 

 

１．４ 実績 

項          目 Ｈ２９目標 Ｈ２９実績 達 成 率 

創業支援セミナー(回) １ １ １００％ 

創業計画等策定事業者数(参加者数) １０ １３ １３０％ 

 
内、創業者 ８ ０ ０％ 

  創業補助金申請 ８ １ １２．５％ 

 


